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【 新 緑 の 輝 き と と も に 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
　 柔 ら か な 日 差 し が 降 り 注 ぎ 、 校 庭 の 木 々 の 新 緑 が 目 に 鮮 や か な 季 節 と な り

ま し た 。 保 護 者 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 ま す ま す ご 健 勝 の こ と と お 慶 び 申

し 上 げ ま す 。 ま た 、 ４ 月 ２ ４ 日 （ 金 ） の 授 業 参 観 、 育 友 会 総 会 で は 保 護 者 の

皆様の多数のご参加ありがとうございました。  

　さて、新年度がスタートして早いもので一ヶ月が過ぎようと

しています。一年生は、新しい担任の先生や友達、そして初め

ての教室での生活にも少しずつ慣れ、学校に自分の居場所を見

つけ始めているようです。また、二年生から六年生の子供たち

も 、 進 級 と い う 大 き な 節 目 を 越 え 、 新 し い 環 境 の 中 で 意 欲 的 に 学 習 や 運 動 に

取り組んでいます。  

　 私 自 身 も 、 明 る い 子 供 た ち や 温 か い 地 域 の 皆 様 に 支 え ら れ 、 よ う や く 楠 見

東小学校のリズムが身についてまいりました。  

 

【 校 門 前 の 横 断 歩 道 で 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 毎 朝 、 校 門 前 の 横 断 歩 道 で 子 供 た ちの 登 校 を見 守 っ て お りま す が 、 そこ で

は 毎 日 た く さ ん の パ ワ ー を も ら っ て い ま す 。 元 気 い っ ぱ い の 声 で 「 お は よ う

ご ざ い ま す ！ 」 と 声 を か け て く れ る 子 、 少 し 体 が 重 そ う で 元 気 が な く て も 、

そ っ と 目 を 合 わ せ て 会 釈 を し て く れ る 子 。 そ の 一 つ ひ と つ の 反 応 に 、 子 供 た

ちの「今日も頑張るぞ」という心の動きが感じられ、安心させられます。  

 

【あいさつは魔法の言葉】　　　　　　　  

　ところで、「あいさつ」は、心と心をつなぐ一番身近な魔法です。  

声 に 出す こと が得 意 な子 もい れ ば、 少し 照れ くさ い

子 も いま す。 大切 な のは 、相 手 の存 在を 認め 、心 を

向 け るこ と。 たと え 声に なら な くて も、 目を 合わ せ

た り 、小 さく 頷い た りす るだ け で、 そこ には 確か な

交流が生まれます。  

　ご家庭でもぜひ、「おはよう」の一言から始まる爽やかな一日を大切にして

み て く だ さ い 。 学 校 と 家 庭 が 手 を 取 り 合 い 、 子 供 た ち の 心 が よ り 豊 か に 通 い

合うよう、今月も温かく見守っていきたいと思います。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（校長　岩﨑 新太郎）


